
知床博物館研究報告Bulletin of the 
Shiretoko Museum 39: 107–118 (2017)

平成27（2015）年度活動報告

運営……………………………………………… 108

教育普及………………………………………… 110

調査研究，資料収集…………………………… 115

文化財保護……………………………………… 117

2015年05月23日，オシンコシン沖の春定置で捕獲されたダウリアチョウザメを博物館キッズの子供達と斜里第一漁
協の生簀で観察しました．全長約1.5 m，体重23.5 kg．この年は知床半島でチョウザメ類の捕獲が相次ぎました．
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運営

1．投資的事業
事業名 予算（千円） 内容 担当

知床世界遺産10周年記念特別展開催事業 2,241 知床岬をテーマとした企画展の開催 山中
知床世界遺産10周年記念・野生動物保全シ
ンポジウム・エクスカーション開催事業

2,450 アメリカ等の保護区から動物管理の専門家を
招いてのシンポジウムの開催

村上

博物館キッズ育成事業 746 小中学生を対象にメンバー固定，通年開催の
自然観察や博物館業務の体験

村上

チャシコツ崎遺跡等学術発掘調査事業費 3,781 平成25年度から継続しているチャシコツ崎
遺跡群の学術発掘調査事業

松田

2．予算（当初）

博物館費
費目 予算（千円）

報酬 2,291
共済費 937
賃金 4,341
報償費 80
旅費 958
需用費 7,309
消耗品費 1,037
印刷製本費 1,423
燃料費 1,190
修繕料 365
光熱水費 3,201
飼料費 93
役務費 1,254
通信運搬費 391
手数料 845
保険料 18
委託料 3,197
使用料及び賃借料 1,804
原材料費 100
備品購入費 1,194
負担金補助及び交付金 2,490
公課費 17

合計 25,972

文化財保護費
費目 予算（千円）

報酬 96
賃金 508
旅費 309
需用費 442
消耗品費 75
燃料費 19
修繕料 50
光熱水費 298
役務費 38
通信運搬費 38
委託料 249
負担金補助及び交付金 105

合計 1,747
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3．組織と人員

知床博物館 学芸係

斜里町立知床博物館館長 山中 正実

髙橋 鵬成（調査員，9–10月）
服部 太一（調査員，9–10月）

主幹 松田 功（学芸員）
係長 村上 隆広（学芸員）
主任 内田 暁友（学芸員）
係 平河内 毅（学芸員）
社会教育指導員 合地 信生（学芸員）
平清水 富士子（事務）
斉藤 葵（事務補助）
門間 勇（委託）

斜里町埋蔵文化財センター

4．博物館利用状況

博物館協議会（任期：平成27年4月1日–平成29年3月31日）
会長 高木 壽一 委員 西村 一夫 村上 涼子 宍倉 勝也 滝澤 素子
副会長 岩見 慶一 斉藤 直彦 吉田 みつ子 橋本 勝 佐竹 要

文化財調査委員会（任期：平成27年4月1日–平成29年3月31日）
会長 島多 哲夫 副会長 河面 正吾 委員 門馬 悳彦 桑島 繁行 竹川 智恵

団体入館者

月
町内団体 町外団体 合計（有料）

件 人数 件 人数 件 人数

4月 3 79 0 0 3(0) 79(0)
5月 2 64 3 94 5(3) 158(87)
6月 4 73 1 32 5(1) 105(32)
7月 1 41 7 187 8(7) 228(164)
8月 2 85 5 123 7(5) 208(116)
9月 4 181 4 153 8(4) 334(131)

10月 2 40 3 91 5(3) 131(89)
11月 5 124 1 61 6(0) 185(0)
12月 0 0 2 62 2(2) 62(57)

1月 0 0 4 85 4(4) 85(76)
2月 2 86 6 149 8(6) 235(89)
3月 3 77 2 75 5(2) 152(62)

合計 28 850 38 1,112 66(37) 1,962(903)

入館者数
月 一般 小中 幼児 合計（有料） 開館日数

4月 325 108 60 493(126) 26
5月 671 157 90 918(386) 28
6月 571 88 29 688(335) 25
7月 1,532 265 32 1,829(616) 28
8月 1,146 461 116 1,723(782) 26
9月 1,013 94 150 1,257(666) 26

10月 544 70 33 647(339) 28
11月 426 138 107 671(123) 24
12月 395 38 38 471(135) 25

1月 290 36 18 344(176) 22
2月 504 113 17 634(300) 23
3月 485 49 105 639(245) 26

合計 7,902 1,617 795 10,314(4,229) 307
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教育普及

期日 題名 内容 参加者 担当

（特別展）
10月24日–12月20日 世界遺産の核心 知床岬 世界自然遺産10周年記念事業 1,201 山中

（ロビー展）
月25日–5月31日 写真展「知床そして道東の脇役達」 釧路市在住の今泉俊雄氏によ

る生物写真展
994 村上

7月29日–8月23日 はたおりの会作品展 博物館を活動の場とするはた
おりサークルの作品展

1,525 松田

9月6–25日 しれとこ植物画展 博物館を活動の場とする植物
画サークルの作品展

943 内田

1月16日–2月21日 北見・網走周辺に生息するトンボ オホーツク総合振興局管内に
生息する様々な種類のトンボ
たちを展示

613 松田

2月27日–3月27日 写真展「知床の天体写真」 目黒達さんによる斜里周辺の
星座や星景写真

598 合地

（移動展）
7月29日–9月30日（知
床グランドホテル北こぶ
し）

トンボ オホーツク総合振興局管内に
生息する様々な種類のトンボ
たちを展示

– 松田

11月 7日–12月 30日（道
の駅しゃり）

写真展「知床岬の植物」 特別展のサテライト展示とし
ての植物写真展

– 内田

合計8事業 5,874

1．企画展

講演会「その時，歴史はどう動いたのか」長谷川成一氏
（2016年3月12日）

講演会「NHKスペシャル「ユリばあちゃんの岬」と知床岬
の思い出」佐藤仁志氏と藤本ユリ氏（2015年11月15日）
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期日 題名 講師 内容 参加者 担当

（タウンミーティング）
8月2日 人と野生動物の折り合いの

付け方
フランク ヴァ
ン メイネン

イエローストン国立公園のヒグマの
保護管理の歴史と現状

70 山中

（友好都市交流講演会）
3月12日 その時，歴史はどう動いた

のか
長谷川成一 弘前藩成立から維新までの弘前城と

城下の動き
17 松田

（特別展関連連続講演会）
11月14日 知床岬を語る1 涌坂周一 知床岬の今昔 29 山中
11月15日 知床岬を語る2 佐藤仁志 NHKスペシャル「ユリばあちゃんの

岬」と知床岬の思い出
20 山中

11月17日 知床岬を語る3 石川幸男 知床岬の植生̶過去と現在の姿、そ
して将来への見通し

19 山中

11月18日 知床岬を語る4 横山太郎 空をかけろ！　マルチコプター̶知
床岬ドローン撮影よもやま話

19 山中

合計3事業（3事業実施） 174

2．講演会

夏休み体験講座「コウモリ観察会」（2015年8月6日） 博物館キッズ「ギョギョ！　斜里川の魚たち」（2015年8
月29日）

講座「チャシコツ岬上遺跡現地見学会」（2015年9月26日）学芸員実習（2015年9月9日）
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期日 講座名 内容 場所 参加者 担当

4月4日 皆既月食観察会 天体ドーム室の望遠鏡をつかった月食観察 博物館 28 合地
4月24日 ミュージアムカフェ「ゴマ

ちゃんカフェ」
鰭脚類の生態や利用 町内 5 山中

5月23日 博物館キッズ 春のお花見ツアー 町内 14 内田
6月19日 ミュージアムカフェ「植物

図鑑の世界」
植物図譜や図鑑の歴史 博物館 4 内田

6月20日 石を磨いて文鎮をつくろ
う！

道産の岩石をつかった石磨き 町内 1 合地

6月27日 博物館キッズ クジラに大接近！　ホエールウォッチング 羅臼 12 村上
7月11日 夏の星座観察会 夏の大三角と土星、M13など 博物館 4 合地
7月18日 博物館キッズ 大昔探検隊 遺跡を探せ！ 町内 10 松田
8月5日 
–8月23日

博物館クイズラリー 展示を利用したクイズ 博物館 264 村上

8月1日 夏休み体験講座1 はたおり体験講座（講師：はたおりの会） 博物館 6 松田
8月4日 夏休み体験講座2 シカをおいしく食べちゃおう 博物館 9 山中
8月5日 夏休み体験講座3 お天気ふしぎ実験室（講師：佐藤トモ子） 博物館 7 合地
8月6日 夏休み体験講座4 コウモリ観察会（講師：近藤憲久） 博物館 10 村上
8月7日 夏休み体験講座5 石磨き講座 博物館 13 合地
8月8日 夏休み体験講座6 川の生き物観察会（講師：斜里川を考える

会）
町内 6 内田

8月16日 知床岬町民ボランティア調
査

特別展関連事業、民族・植物調査 町内 20 山中

8月29日 博物館キッズ ギョギョ！　斜里川の魚たち（講師：斜里
川を考える会）

町内 10 村上

9月13日 斜里平野の火山灰 火山灰の観察から斜里平野のなりたちを考
える

町内外 2 合地

9月26日 チャシコツ岬上遺跡現地見
学会

発掘調査中の遺跡見学会 町内 18 平河内

10月11日 秋の星座観察会 悪天中止 町内 – 合地
10月17日 博物館キッズ 火山の宝石 メノウ探し 町内 12 合地
10月31日 宝石をみがこう！ メノウや黒曜石などを磨いてアクセサリー

作製
博物館 1 合地

11月7日 博物館キッズ 秋の動物ウォッチング 町内 14 山中
12月5日 博物館キッズ 博物館うらがわ探検隊 博物館 7 平河内
12月17日 ミュージアムカフェ「化石

カフェ」
門脇利彦氏を招いて化石を紹介 博物館 6 合地

12月27日 開館記念もちつき大会 伝統的なもちつきの体験 博物館 79 松田
1月30日 博物館キッズ 冬の森歩き体験 町内 6 村上
2月25日 ミュージアムカフェ「わし

カフェ」
中川元氏を招いてワシの紹介 博物館 9 山中

3月12日 古文書講座（初級） 弘前市より長谷川成一氏を招いて古文書解
読の初級講習会

博物館 13 松田

3月13日 ワシを見に羅臼へ行きま
しょう！

博物館協力会会員むけの船を利用したワシ
観察会

羅臼 12 村上

合計30講座企画（29講座実施） 602

3．博物館講座
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4．生涯学習連携事業
学校教育連携，公民館講座
期日 事業名 内容 場所 担当

4月24日 斜里高歴史学習 歴史・文化ゼミの事前学習 博物館 松田
4月24日 斜里小4年社会科見学1 斜里の昔のようす 博物館 松田
5月20日 斜里中世界遺産学習事前学習 船による知床の自然学習の事前学習 斜里中 村上
5月22日 斜里中世界遺産学習 船による知床の自然学習 ウトロ 村上
5月28日 斜里小4年社会科見学2 斜里の昔のようす 博物館 松田
6月18日 ウトロ小1、3、4年社会科見学 ウトロの自然とくらし 博物館 合地
6月23日 斜里高歴史・文化ゼミ1 斜里の先史文化の学習 博物館 松田
6月24日 ウトロ小総合的学習 知床世界自然遺産地域の自然 ウトロ小 村上
6月26日 川上小5年社会科見学 斜里町の自然について学習 博物館 村上
6月30日 朱円小・以久科小合同学習 船による知床の自然学習 ウトロ 村上
7月1日 斜里高知床自然概論 会場、機材、資料提供 博物館 –
7月1日 ウトロ中世界遺産学習事前学習 船による知床の自然学習 ウトロ 山中
7月7日 斜里高歴史・文化ゼミ2 斜里の先史文化の学習 博物館 松田
7月9日 ウトロ中世界遺産学習 船による知床の自然学習 ウトロ 村上
7月10日 ウトロ小総合的学習 ウトロの自然 ウトロ 村上
7月15日 町教振理科部会 ウトロの地質 ウトロ 合地
7月15日 斜里小4年社会科見学 開拓の歴史学習 博物館 平河内
8月19日 斜里高知床自然概論 生態系保全と漁業 博物館 山中
8月25日 川上小3年社会科見学 施設見学と質問 博物館 松田
8月26日 斜里高知床自然概論 湿地林観察 大栄 内田
8月28日 斜里小PTA体験学習 わらドームの見学 博物館 松田
9月2日 斜里高知床自然概論 分類と同定 博物館 内田
9月3日 ウトロ中世界遺産学習事後学習 知床の自然保護の課題学習 ウトロ 村上
9月15日 斜里高発掘体験事前学習 発掘体験学習の事前学習 斜里高 松田
9月16日 斜里高発掘体験学習 遺跡の発掘体験 ウトロ 松田
9月16日 大谷幼稚園自然観察会 幼稚園周辺の自然観察 町内 村上
9月18日 斜里高発掘体験学習 遺跡の発掘体験 ウトロ 松田
10月14日 斜里高知床自然概論 知床五湖とクマ対策、河川工作物 ウトロ 村上
10月27日 斜里中世界遺産事後学習 知床の自然保護の課題学習 ウトロ 村上
11月5日 朝日小3年社会見学 施設見学と質問 博物館 村上
11月6日 以久科小3・4年社会見学 施設見学と質問 博物館 村上
11月12日 網走管内博物館連絡協議会 地域資源を活かす地図づくり 博物館 村上
11月18日 斜里高知床自然概論 会場、機材、資料提供 博物館 –
2月3日 朝日小4年道徳科学習 講話と質問 博物館 村上
2月26日 斜里小3年国語・社会科学習 施設見学と質問 博物館 松田

合計35事業
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6．出版，広報
出版物名 発行 内容 担当 規格 対象 部数

タンネウシ281 2015-04-24 博物館情報，行事案内 佐藤 A4, 2pp 会員他 500
タンネウシ282 2015-05-26 博物館情報，行事案内 平河内 A4, 2pp 会員他 500
タンネウシ283 2015-06-25 博物館情報，行事案内 村上 A4, 2pp 会員他 500
タンネウシ284 2015-07-25 博物館情報，行事案内 平清水 A4, 2pp 会員他 500
タンネウシ285 2015-08-25 博物館情報，行事案内 平清水 A4, 2pp 会員他 500
タンネウシ286 2015-09-25 博物館情報，行事案内 平清水 A4, 2pp 会員他 500
タンネウシ287 2015-10-27 博物館情報，行事案内 平清水 A4, 2pp 会員他 500
タンネウシ288 2015-11-25 博物館情報，行事案内 平清水 A4, 2pp 会員他 500
タンネウシ289 2015-12-25 博物館情報，行事案内 平清水 A4, 2pp 会員他 500
タンネウシ290 2016-01-25 博物館情報，行事案内 平清水 A4, 2pp 会員他 500
タンネウシ291 2016-02-23 博物館情報，行事案内 平清水 A4, 2pp 会員他 500
タンネウシ292 2016-03-23 博物館情報，行事案内 平清水 A4, 2pp 会員他 500
知床博物館研究報告特別号1 2016-02-29 シンポジウム報告書 村上 B5，128pp 一般 600
知床博物館研究報告38 2016-03-31 斜里および周辺地域の研究成果 内田 B5，60pp 一般 600
ウェブサイト公開 随時 展示案内・行事案内・出版物他 内田 町内外

5．研修受入れ
学芸員実習
期日 所属大学 内容 参加者 担当

9月8–18日 日本大学 大学における学芸員資格取得実習 1 各学芸員

札幌市立大学 大学における学芸員資格取得実習 1

大学卒業論文等指導
期日 所属大学 内容 参加者 担当

11月6日–3月31日 東京農業大学 エゾクロテンの卒業論文研究 1 村上

4月1日–3月31日 北海道大学 ヒグマの卒業論文研究 1 山中

インターンシップ
期日 所属大学 内容 参加者 担当

8月14–30日 東北芸術工科大学 資料整理，講座開催補助 1 各学芸員

生きがい大学専門課程
期日 会場 テーマ 受講生 担当

4月16日 博物館 斜里のユリ 14 内田
5月14日 博物館 ガラスビーズの歴史 14 平河内
5月28日 博物館 知床が失った自然̶カワウソはよみがえるか？ 13 村上
6月11日 博物館 斜里町の昆虫 14 松田
7月2日 博物館 ここまでわかったヒグマ社会̶最近の知床調査の結果から 11 山中
7月23日 ゆめホール知床 1億年前の世界̶恐竜と石油形成 14 合地
9月3日 ゆめホール知床 2015年の植物調査から 9 内田
9月10日 ゆめホール知床 発掘調査でわかること̶チャシコツ岬上遺跡 11 平河内
10月15日 ゆめホール知床 町内の史跡探訪 11 松田
11月18日 ウトロ漁村センター 1億年前の世界̶恐竜と石油形成 16 合地
11月19日 博物館 世界自然遺産知床のあゆみ 10 山中

合計11講座 137
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調査研究，資料収集
1．調査研究

調査名 期間 内容 担当

埋蔵文化財調査
チャシコツ岬上遺跡 8–10月 町教委による学術発掘調査 松田
共同調査
チシマコハマギクの分布調査 通年 国内とロシアの種の比較検討 内田
ナニワズの分布調査 通年 国内とロシアの種の比較検討 内田
カワウソ再導入検討調査，イワウベツ川流
域哺乳類，両棲類調査

通年 知床100平方メートル運動の一環で生物相
復元の可能性と生態系の現状を調査

村上

知床半島先端部地区ヒグマ個体群保護管
理調査

6–11月 ルシャ地区のヒグマをDNAと外見から個
体識別し，血縁関係や移動分散を調査

山中

エゾシカの個体群管理に関する研究 6–3月 個体数調整のための各種手法の検討等 山中
個別調査
植物相調査 通年 町内および知床半島の植物相調査 内田
町内中小型哺乳類相調査 通年 町内の小型哺乳類の動物相調査 村上
昆虫相調査 通年 町内および知床半島の昆虫相調査 松田
土器の胎土分析 通年 土器をX線で分析し，焼成温度を推察 合地
石斧調査 通年 石斧の石材による流通ルートの解明 合地
オホーツク文化期の遺跡，資料調査 通年 道北から根室地方で出土したオホーツク文

化期の遺跡および遺物資料の調査
松田
平河内

石斧調査 通年 石斧の石材による流通ルートの解明 合地

2．資料収集
新規受入資料
動物 考古 歴史 民俗 合計

3 32 22 109 166

ザトウクジラ漂着（斜里川河口，2015年10月27日） コミミズク保護（2015年12月2日）
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山中正実（担当：動物）
（1）報文
山中正実・片山敦司・森光由樹・澤田誠吾・釣賀一二三．

2015．クマ類の放獣に関するガイドライン．哺乳類科
学55: 289–313．

（2）館外活動
2015年5月28日．北海道環境生活部「平成27年度第1回
北海道ヒグマ保護管理検討会」委員．札幌．

2015年7月26日．日本哺乳類学会「哺乳類保護管理専門
委員会」委員．札幌．

2015 年 7 月 26–30 日．5th International Wildlife 
Management Congress “Recent Advances in the 
Conservation and Management of Brown Bears in 
Shiretoko National Park” 口頭発表，札幌．

2015年8月27日．環境省「平成27年度第1回エゾシカ・
陸上生態系ワーキング会議」委員，釧路．

2015年11月12日．環境省「平成27年度第2回エゾシカ・
陸上生態系ワーキング会議」委員，釧路．

2015年11月21日．「野生生物と社会」学会第21回大会
「ワイルドライフフォーラム誌編集委員会議」委員，那
覇．

2015年11月21–23日．「野生生物と社会」学会第21回大
会「知床国立公園における流し猟式シャープシュー
ティングによるエゾシカの個体数管理について」ポス
ター発表，那覇．

2015年12月14日．環境省「知床半島ヒグマ保護管理方
針検討会議（総括会議）」委員，札幌．

2016年3月25日．北海道環境生活部「平成27年度第2回
北海道ヒグマ保護管理検討会」委員．札幌．

合地信生（担当 : 地質）
（1）報文
なし
（2）館外活動

2016年12月19日．平取町シシㇼムカ文化大学講座「石
斧関連石材と流通ルート」講師，平取町

松田功（担当：考古，昆虫）
（1）報文
松田功．2015．遺跡の概要；遺構（PIT 1, 2, 4–6．焼土5, 

6, 14–16, 25．木炭範囲1, 3, 4．）；遺構外出土遺物（表土
層・I層）．平河内毅（編著），川上1遺跡発掘調査報告
書．斜里町文化財報告39．pp. 1–13, 26, 28–30, 51–52, 
54–59, 62, 75–77．斜里町教育委員会，斜里．

（2）館外活動
なし

村上隆広（担当：動物）
（1）報文

村上隆広．2015．エゾクロテンの精巣と陰嚢サイズに見
られる季節変化．知床博物館研究報告37: 39–42．

村上隆広．2015．斜里町立知床博物館：自然だけでない
知床の奥深い魅力を伝える博物館．理科教室58(10): 
78–79．

村上隆広．2015．失われた森の姿をもとめて：ロシア・
沿海地方，ハバロフスク地方のカワウソ調査，Arctic 
Circle 94: 14–17．

村上隆広．2015．クロテン．關義和・江成広斗・小寺祐
二・辻大和（編），野生動物管理のためのフィールド調
査法．pp. 132–139．京都大学学術出版会 , 京都．

Oleynikov A. Y., Makeev S. S.& Murakami T. 2015. Project 
of otter (Lutra lutra L.1758) reintroduction on Hokkaido 
island. Amurian zoological journal 7: 97–103. (In Russian 
with English abstract)

平川浩文・木下豪太・坂田大輔・村上隆広・車田利夫・
浦口宏二・阿部豪・ 佐鹿万里子．2015．拡大・縮小は
どこまで進んだか：北海道における在来種クロ テン
と外来種ニホンテンの分布．哺乳類科学55: 155–166．

（2）館外活動
2015年7月28日．5th International Wildlife Management 

Congress “Potential habitats and potential source 
populations for otter reintroduction to Hokkaido, Japan” 
口頭発表，札幌．

2015年8月21日，2016年2月28日．外務省「日露隣接地
域生態系保全協力プログラム推進委員会」委員，斜里．

内田暁友（担当：植物）
（1）報文
内田暁友・浅沼孝夫．2015．知床半島の維管束植物フロラ
から13種を除外する．知床博物館研究報告37: 9–12．

糟谷大河・内田暁友・保坂健太郎．2015．北海道東部の
海浜から新たに発見されたアカダマスッポンタケ．知
床博物館研究報告37: 13–19．

内田暁友・先田次雄・若松幹男・高橋誼．2015．日本の
貴重なコケの森「苔の洞門」．蘚苔類研究11: 126–128．

（2）館外活動
なし

平河内毅（担当：歴史・民俗）
（1）報文
平河内毅（編著）．2015．チャシコツ岬上遺跡発掘調査概
要報告書．ⅱ + 8 pp. + 10 pls．斜里町教育委員会，斜
里．

平河内毅（編著）．2015．川上1遺跡発掘調査報告書．斜
里町文化財報告39．ⅵ + 95 pp. + 36 pls．斜里町教育委
員会，斜里．

（2）館外活動
2015年12月12日．北海道考古学会2015年度遺跡調査報
告会「チャシコツ岬上遺跡」口頭発表，札幌．

3．個別活動
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文化財保護

名称 登録年月日 場所 所有者 種別

旧国鉄根北線越川橋梁 平成10（1998）年7月23日 字越川245番8他 斜里町 有形

2．登録文化財

国指定文化財
名称 指定年月日 所在地

特別天然記念物
 タンチョウ 昭和27（1952）年3月29日 地域を定めず，主な生息地̶北海道
天然記念物
 オジロワシ 昭和45（1970）年1月23日 地域を定めず，主な生息地̶北海道
 オオワシ 昭和45（1970）年1月23日 地域を定めず，主な生息地̶北海道
 エゾシマフクロウ 昭和46（1971）年5月19日 地域を定めず，主な生息地̶北海道
 クマゲラ 昭和40（1965）年5月12日 地域を定めず，主な生息地̶北海道
 ヒシクイ 昭和46（1971）年6月28日 地域を定めず，主な生息地̶北海道
 マガン 昭和46（1971）年6月28日 地域を定めず，主な生息地̶北海道
 カラフトルリシジミ 昭和42（1967）年5月2日 地域を定めず，主な生息地̶北海道

1．指定文化財

斜里町指定文化財
名称 指定年月日 場所 所有者 種別

旧斜里神社拝殿 昭和51（1976）年11月8日 本町49番地2，知床博物館 斜里町 有形
絵馬 昭和51（1976）年11月8日 本町49番地2，知床博物館 斜里町 有形
歌枕額 昭和51（1976）年11月8日 本町49番地2，知床博物館 斜里町 有形
津軽藩士死没者の供養碑 昭和57（1982）年7月1日 本町49番地，町民公園 斜里町 有形
津軽藩士死没者の供養碑 昭和57（1982）年7月1日 朝日町4番地2 日蓮宗日照寺 有形
津軽藩士死没者の過去帳 昭和57（1982）年7月1日 本町47番地2 曹洞宗禅龍寺 有形
津軽藩士シャリ陣屋跡 昭和62（1987）年7月1日 本町52番地24 個人 史跡
津軽藩士墓所跡 昭和62（1987）年7月1日 本町49番地，町民公園 斜里町 史跡
シャリ運上屋（会所）跡 昭和62（1987）年7月1日 港町8番地28 個人 史跡
斜里神社石灯籠 平成15（2003）年3月26日 本町44番地，斜里神社境内 斜里神社 有形
来運1遺跡 平成24（2012）年8月29日 来運20番5他 斜里町 史跡

北海道指定文化財
名称 指定年月日 場所 所有者

考古資料
 斜里朱円周堤墓群出土品 平成25（2013）年3月29日 知床博物館 斜里町 29点
史跡
 斜里朱円周堤墓群 昭和32（1957）年1月29日 朱円西76-1 斜里町 1.4 ha

 朱円竪穴住居跡群 昭和42（1967）年6月22日 朱円国有林内 農林水産省 24.2 ha

天然記念物
 オシュンクシュン粗粒玄武岩柱状節理 昭和48（1973）年3月14日 オシンコシン海岸 国土交通省

農林水産省
2.2 ha

 斜里海岸の草原群落 昭和25（1950）年8月28日 美咲国有林内 農林水産省 96.0 ha

所有者が国の文化財の管理団体はいずれも斜里町．



知床博物館研究報告39 （2017）118

国庫補助事業による内容確認のための詳細分布調査
を1箇所の遺跡で実施した．

チャシコツ岬上遺跡
登載番号：I-08-21．国庫補助事業．面積：27 m2．期間：
2015（平成27）年8月29–10月10日．
チャシコツ岬上遺跡は，斜里町ウトロ市街地から斜里

町市街地に約2 km南西に位置し，オホーツク海に突き出

た岬上の平坦地に立地する．本年度は平成26年度から調
査を継続中の竪穴住居跡1棟と積石墓1基について発掘
調査を実施した．調査の結果，竪穴住居跡はオホーツク
文化終末期のものと判明し，屋内東側からはヒグマの四
肢骨などを集積した骨塚に加え，小型獣の四肢骨を主体
とした骨塚が発見された．また，竪穴住居跡に近接する
位置から見つかった積石墓は竪穴住居とほぼ同時期の
ものであり，オホーツク土器，炭化布片，人の歯などが
出土した．出土地点を計測した遺物の総数は合計1,973
件である．

3．埋蔵文化財

発掘調査風景（2015年9月4日）

オホーツク土器と人の歯（2015年9月24日） ヒグマの骨塚（2015年9月26日）

積石墓（2015年9月16日）


